
令和元年度 てつがく 授業の略案   （６学年） 

月日（校時） 価値内容 教材名 

６月１８日（火） 

３校時 自己 「幸せ」とは 

本時のねらい 本時（３/３） 

○友だちの考えを受け止め、自分の考える「幸せとは」について思考を深める。 

〇思考することを楽しみ、対話を通して「幸せとは」について考えていくことができる。 

学習課程 学習活動（○発問・予想される児童の反応） 留意事項 

【導入】 ○前の時間の振り返りをしましょう。 

・班で考えた「幸せ」とは、温かい気持ちになることでした。 

・私の「幸せ」は、頑張ったことを褒められたときです。 

・班の友だちと前時の学習の振り
返りをするようにさせる。 

【展開】 

課題把握 

 

 

 

・シラバス 

 

・言語わざ 

 

・見通し 

 

 

 

全体対話① 

（10分） 

 

 

 

 

グループ対
話② 

（10分） 

 

全体対話③ 

（20分） 

１ 課題を把握する。 

 

 

 

 

全体対話（10分）・グループ対話（10 分）全体対話（20 分）・
振り返り（5分） 

「反応しながら聴き合う。」 

 

①一人一人自分の思う「幸せ」について考えを交流する。 

 ②友だちの意見を聞いて感じたことを付け足して話す。 

 

３ それぞれ具体的な場面を考え、自分の考えを伝える。 

○それぞれ「幸せ」だと思っているものを発表してください。 

・あったかいもの  ・優しくされたとき ・優しくしたとき 

・好きなことをしているとき  ・ほめられたとき 

・土曜日の夕方  ・おいしいものを食べたとき 

 

４ 班で「幸せ」について思考を深める。 

 〇なぜ「幸せ」だと思うのか理由を話し合いましょう。 

 

 

５ 全体で「幸せ」について感じたことや思ったことを伝え合う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なぜ「やさしいかたち」だと思
うのかの理由を語り合うように
させる。 

 

・全体でサークルの形になって対
話する。 

 

 

 

 

・班ごとにサークルの形にして対
話を楽しむ。 

 

 

・もう一度全体でサークルの形に
し、思考を深める。 

 

【終末】 

振り返り 

（5分） 

 

６ 学習したことを振り返る。（原稿用紙 400字） 

 

 

・一人で考える時間も大切にする。 
 

友だちの考えを受け止め、自分の考える 

「幸せとは」について思考を深めよう。 

。 

必要に応じて以下のことを支援する。 

 

・言葉の意味を問い返すことで、明確化する。 

・思いや根拠を問う。 

・友だちの意見との関係性を促す。 

グループ対話の流れ 

全体対話① グループ対話② 全体対話③ 

時 学習活動 

１ 自分の思う「幸せとは」に

ついて考える。 

２ 「幸せとは」ついての講演

会で感じたことをふまえ

て班で対話する。 

３ 

（本時） 

対話から生まれた問いや

考えについて自分の考え

を深めたり、広めたりす

る。 

 


